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編 集 後 記

研究紀要第13号をお届けします。

今回は論文２編、資料紹介２編を収録いたしました。いずれも洛外の遺跡・遺物の調査

研究成果がまとめられております。

松永氏は、平安時代後期に造営された福勝院推定地とされていた京都市立近衛中学校周

辺の調査成果に基づき、福勝院の推定地の再考を提起しました。東氏は、第11号・12号

に続いて室町時代に北山殿に建造された北山大塔について検討を加えています。高橋氏

は、縄文時代後期の西日本での類例が少ない人形土偶についての資料紹介です。上村氏

は、白河・六勝寺の一つである最勝寺推定地出土瓦を集成・分類して時期・産地などを検

討・分析しました。

なお、本誌に掲載された論考には、当研究所や文化財行政に対する意見が含まれます

が、これらは執筆者個人の見解です。論文査読を含めた編集権と編集責任は京都市埋蔵文

化財研究所にありますが、叙述内容についての執筆責任はいうまでもなく著者自身にある

ことを申し添えておきます。

研究紀要『洛史』では、これからも幅広く各時代、各遺跡の調査研究の成果を収録して

いきたいと思います。（ｙ・ｓ）
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